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「
好
き
！
す
き
！
ば
ん
げ
！

〜
二
万
人
へ
の
挑
戦
〜
」

　

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い

年
の
初
め
に
当
た

り
、
町
民
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
長
期
化
、
深
刻
化
す
る

経
済
不
況
の
下
で
、
町
民
の
皆
様
が
懸
命
の
ご
努
力

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
産
米
は
、
前
年
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
在
庫
及

び
「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
制
度
」
の
導
入
等
の

影
響
に
よ
り
、大
幅
な
価
格
の
下
落
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
春
先
の
低
温
及
び
夏
の
猛
暑
の
影
響
に
よ

り
品
質
低
下
を
招
き
、
過
去
の
「
干
ば
つ
」
や
「
冷

害
」
時
の
い
わ
ゆ
る
農
業
災
害
が
発
生
し
た
状
況
以

上
に
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
品
質
低
下
を
異
常
気
象
に
よ
る
農
業
災
害
と

位
置
付
け
、
緊
急
に
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
生
活
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
最
重
点
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
三
年
の
四
月
か
ら
は
、
町
の
新
し
い
総

合
計
画
で
あ
り
ま
す
「
第
五
次
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、「
地
域
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」
の

皆
様
が
平
成
二
十
一
年
、
平
成
二
十
二
年
の
二
年
間

を
か
け
て
素
案
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
対
し
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
五
次
振
興
計
画
」
で
は
、
新
た
に
公

民
館
単
位
に
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
づ
く
り
の
目
標

や
事
業
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
域
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
公
民
館
運
営
委
員
、
自
治

会
長
会
な
ど
各
種
団
体
の
役
員
を
中
心
に
四
十
名
程

度
で
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
地
区
と
も
に
八
〜
九
回
の
協
議
会
を

開
催
し
、
短
期
間
で
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様

が
中
心
と
な
っ
て
創
り
上
げ
た
、
町
民
の
皆
様
の
想

い
が
込
め
ら
れ
た
計
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
の

実
現
に
向
け
て
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
第
五
次
振
興
計
画
」の
将
来
像
と
し
て
、「
好
き
！

す
き
！
ば
ん
げ
！
〜
二
万
人
へ
の
挑
戦
〜
」
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。「
好
き
！
す
き
！
ば
ん
げ
！
」
に
は
、

自
分
が
好
き
、
人
が
好
き
、
地
域
が
好
き
、
町
が
好

き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
ば
ん
げ
」
を
好

き
に
な
れ
る
よ
う
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
二
万
人

へ
の
挑
戦
」
は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
人
口
を
増
や
し
て
い
く
の
か
と

い
う
非
常
に
難
し
い
課
題
に
、
あ
え
て
挑
戦
し
て
い

く
と
い
う
意
気
込
み
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

定
住
人
口
に
交
流
人
口
、
さ
ら
に
は
町
の
応
援
団

も
含
め
て
、
み
ん
な
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
盛
り
上

げ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
町
民
が
元
気

い
っ
ぱ
い
な
、
全
て
の
町
民
が
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
、
そ
ん
な
「
会
津
坂
下
町
」
を
実
現
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
津
坂
下
町
長　

竹 

内 　

 

俊
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火の元　もう一度！火の元　もう一度！
寒さも本番のこの季節、ストーブやコタツなどの暖房機器の出番とともに、暖房器具
が原因となる火災が多く発生します。その出火原因の多くは、火を取り扱う人の日常の
慣れや、不注意によるものです。
火災を防ぎ、冬を温かく過ごす為に、「火の用心」の基本を忘れないで下さい。

会津坂下消防署　ＴＥＬ８３－４１００

万が一火災になったときの為
避難口を確保し、火災を小さい
うちに発見出来る様

住宅用火災警報器を設置しましょう！

吸殻の火が消えず
出火する危険があります。

○タバコは消した？ ○ストーブは大丈夫？ ○ローソクは消した？

ストーブを使うシーズンです。
灯油を入れる時は火を消し

ストーブの上に洗濯物を干さない。

線香やローソクは大丈夫？
外出時やお休み前に

もう一度、点検しましょう。

火のついたまま
給油をしない

ストーブの上に
洗濯物を干さな
い
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新鶴スマートインター100万台利用記念セレモニー

平成22年11月28日、新鶴スマートインター（下
り）内で会津坂下町と会津美里町の両町の引き子
による大俵引きが行われました。
これは新鶴スマートインターチェンジ地区協議

会の主催による新鶴スマートインター100万台利
用記念セレモニーの一貫として実施されました。
それぞれ21人の引き子が威勢の良い掛け声とと

もに両町長が乗る重さ 3トンの大俵を引き合い、
その結果、会津坂下町が 2勝 1分で勝利しました。
会津坂下町の総大将として参加した佐竹源弘さ

んは「町のメンツが保てて、意地を見せられて良
かった。両町の大俵引きとも今以上に地域に愛さ
れる祭りになってほしい。」と話していました。
終了後はお互いの健闘をたたえ合いながら、大

俵のまわりで友好を深める力強いガッツポーズが
見られました。

雄叫びをあげる坂下若衆

戦いを盛り上げた安兵衛太鼓

雄叫び

～会津坂下町
、会津美里町両

町の誇りを懸け
て～

平成22年11月28日、新鶴スマートインター（下
り）内で会津坂下町と会津美里町の両町の引き子
による大俵引きが行われました。
これは新鶴ス トインタ チ ンジ地区協議

新鶴スマートイン
ター10000万台万台利用

記念イベント利用記念イベント
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また、第 2部として新鶴公民館
において『これからの新鶴スマー
トインターの活用について』と題
したパネルディスカッションを実
施しました。渡部英敏 会津美里
町長のコーディネートにより、竹
内町長、会津みどり農業協同組合、
観光協会、商工会らの両町の代表
者らが今後の新鶴スマートインタ
ーの活用方法について、数々のア
イデアなどを話し合いました。

「
負
け
ら
れ
な
い
！
」
と
会
津
美
里
町

新鶴スマートイン
ター100

新鶴スマートイン
ター10 万台利用記念イベン

ト



平成22年11月20日（土）、役場大会議室において市民討議会の町への報告会が行われました。
これは、10月 9 日（土）～10日（日）の二日間にわたり、町中央公民館で開催された「ＶＯＩＣＥ
　of　あいづばんげ市民討議会2010」において討議した内容を報告書にまとめ、今回、町に報告した
ものです。

「VOICE  of  あいづばんげ市民討議会2010」ばんげ市民討議会2010」
～町に対する報告会～

「市民討議会」は、普段町の政策
決定にまったく関わらない住民の
「見えない意見」を「見える提言」
にすることが大きな狙いです。また
今年度は、初めての「市民討議会」
の実施であり、町の政策決定にとっ
て、この手法を用いることの有効性
を試すことも大きな目的でした。
報告会では、渡部篤実行委員長よ
り竹内町長へ報告書が手渡され、討
議会に参加した方々から報告書の内
容説明、討議会へ参加した感想、町
に対する思いなどが語られました。
参加者に対して竹内町長は「市民
討議会に積極的に参加いただいたことに感謝いたします。この取り組みで町民の皆様の町に対する
様々な思いを聴くことができました。この結果を町として真摯に受け止め、今後の町政を考えるうえ
で大いに生かしていきたい。」と述べました。
　

＊ 「市民討議会」とは、ドイツで
行われている住民自治の手法を
表す言葉です。2005年に東京で
実施され、各地に広まっていま
す。

▼問合わせ先　
政策企画班　TEL 84-1504
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「VOICE  of  あいづばんげ市民討議会2010」「VOICE  of  あいづば

テーマ　あなたにとって住みよいまちとは？

　「経済　働く場　安定収入のあるまち」

　「人の心が感じられるまち」

　「集客できるまち」

テーマ　『人の心が感じられるまち』をつくるには？

　「家庭教育による人づくりをする」

　「家族のつながりを強くする」

　「声掛け運動をする」

テーマ　あなたにとって活力あるまちとは？

　「自然が生きる環境のあるまち」

　「町の対応の良いまち」

テーマ　『自然が生きる環境のあるまち』をつくるには？

　「住民の声として行政に働きかける」

　「道徳の心得を持つ」

　「集客できるまちにする」

　「下水処理環境を整備する」

　「生物調査をする」

～報告の内容～
＊班ごとに発表された意見について、全参加者により投票した結果、得票数の多かった
ものだけを掲載しています。

する」
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